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1．　 ま え が き

　 ラ ン ドサ ッ トで 見 る 中国地方 は ， 四 国，近畿 ， 九

州地方が 幾筋もの 深 い しわ 模様を刻まれ て い る の に

比 べ
， の っ ぺ りと し た地貌を呈 し て い る。

　 読者の 方が空路 中国地方に入 る と， 窓か らの 眺め

は ， 樹枝状谷 の 発 達 し た 山地 で は あ る がな ん とな く

比高 の 小 さ い
， 平坦 な印象 を持たれ る で あ ろ う。

　
一

方 ， 新幹線 か らの 車窓 の 眺 め は ， 時々 瀬戸 内海

が見え る の に トン ネル ば か りで 多少 うん ざ りとい う

と こ ろ だ ろ うか。 また，中国縦貫 自動車道で は ， 縦

断勾配が き つ く ， カーブ と トン ネ ル の 多い 山岳道路

として の 印象を持た れ る で あ ろ う。 さらに ， 日本海

側 を回る と，砂丘 の 発達 と， 海沿 い の 急崖 に 目を奪

われ る で あ ろ う。

　 中国地方 を山陽か ら山陰 へ 向か うと，時々 高度差

をかせ ぎなが ら脊梁山地 に達し ，

一
気に 日本海側に

降 りる とい うこ と になろ う。

　以上 の よ うに ， 中国地方 は全般に山地地形が多 く，

土木工 事 を行 う際 ， 岩盤 を相手 に す る こ とが多 い
。

特に
， 近年の 開発は ， 都市の ス プ ロ ール化 ， 交通網

の 発達， レ ジ ャ
P ・一志向等 に よ り山地部で盛 ん に行わ

れ るよ うに な っ た 。 し た が っ て
，

こ れ ま で に な か っ

た困難 な問題 に 遭遇 す る ケ
ー

ス が増 え て い る
。

　
一
方， 従来の 開発対象 で あ っ た海岸平野 部に お い

て は ， 構造物 の 大型化 ， 地下空間 の 積極的利用等に

よ り ， 沖積層以深 の 洪積層 ， 岩盤 を相手 に せ ざ る を

得 な くな りつ つ あ る 。

　実は
， 中国地方 を構成す る地質 は，隠岐島後に分

布す る先カ ン ブ リ ア 紀 （約20億年以前）の 変成岩か

M［srch ， 1990

ら現世 の 堆積物 に 至 る ， あ らゆ る地質時代の も の か

ら成 り立 っ て い る 。 ま た，古生代末 〜 三 畳 紀 （2 億

数千万 年前） とジ ュ ラ紀 （1億五千万年前後 の 頃）

そ し て新第三 紀 （千数百万 年前）〜第四紀 （数 10万

年前） に 中国地方は大 き な造構運動を受 け，岩盤 の

中に 多 くの傷跡 を残 し て い る。

　以下 に ， こ の よ うな 中国地方の 地形 ・地質の 状況

に っ い て 述べ る 。 浅学非才 の 筆者で は あ る が ， 幸 い

に し て ， 昭和 59 年 7 月 に 「 中国地方土木地質図ゴ
）

が発表 され ， ま た ， 昭和62年 11月 に は 「
日本の 地質

7 ， 中国地方J2
） が発刊され た の で ， 今回 は こ れ ら

を もと に
， 説明 させ て い た だ く。

Z 　 地 　 形

　図一 1に 中国地方 の概 略地形 図を示 す。 日本 の 地

形別面積
3）

をみ る と ， 中国地方 の 87％は山地で 占め

られ ， 低地部 が 10％ ， 残 りが火 山地 ， 台地 とな っ て

い る。山地 は比高の 余 り大き くな い 中・小起伏山地

で ， 中国山地 （東限は 兵庫県 の 加古川 と由良川 を結

ぶ 線） と呼ばれ て い る 。

　中国山地の 特徴 は ，北 へ 弓 な りで ほ ぼ東西に延び

る脊梁部 の 南北に ， 広 い 高原状 の 山地を配 して い る

点に あ る 。 そ し て ， 高度 1  〜1300m 程度 ， 300

〜 600m
， 200m 前後また は それ以下 の 三 つ の 地形面

が識別 され て い る 。 こ れ ら の 地 形面は ， 脊梁面 （道

後山面），吉備高原 面 ， 瀬戸内面 と呼ば れ ， 侵食小

起伏面 あ る い は隆起準平原面 と され て い る。

　道後山面 を有す る脊梁部は，山陰寄り に 位置 し ，

江川 を境 （江川 関門 と言 う） に 西側 と東側 の 山地に

分かれ る 。 酉側の それ は 北東
一
南西 に つ なが る冠 山
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図
一 1　 中国地方 の 概略地形図

地 （西 中国山地） で あ る。東側 の それ は ， 東西 方向

に 延 び る道後山山地 か ら ， 鳥取 ・岡山 県境の 山地 へ

と続 く。 こ れ ら の 山地は 比 較的定高性 を有 し ， 山頂

付近 に小規模 の 侵食小起伏面 を残 し て い る。

　吉備高原面は ， 広 島県 の 帝釈台地 ， 岡山県 の 成羽

川流域 の平坦 面を中心 に 両県に最 も広 く発達 し て い

る 。 こ の 地域 を吉備高原 と呼ん で い る が ， 西 に行 く

と世羅台地 ・加茂台地 とな る 。 山陰地方 の 石 見高原 ，

山 口県下 の 阿武高原 ， 周防山地 ， 長門山地 も こ れ に

相当す る 。

　瀬戸 内面は，主 に瀬戸 内海の 沿岸部 お よび 島 々 で

見 られ る高度 200m 前後お よび 100m 前後の平坦面

が こ れ に相当す る。

3． 地　質

　図一 2 に 中国地方 の概略地質図 を示す 。

　3．1 地質構造の概要

　中国地方は ， 日本 の 地質構造区分 か らする と ， 西

南 日本内帯に属 し て い る
。

　当地方 の 先 白亜 系は ， 北か ら飛騨変成帯 ・中国帯

（三 郡〜中国帯）・舞鶴帯 ・領家変成帯 に区分 され る。
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　隠岐島後で見 られ る変成岩 （先カ ン ブ リア紀）は ，

飛騨変成岩類に類似 し て お り ， 同様 の もの が最近大

山 の 西麓か ら も発見 され て い る
4 ）

。

　中国帯は ， 山 口県 ・ 北九州 で北東
一南西方向の 規

則的な帯状配列構造 を示 して い る。 つ ま り，北か ら

北部変成帯 （三 郡変成帯 山陰支脈）， 中央非変成帯，

南部変成帯 （三 郡変成帯 山陽 支脈）， 中間非変成帯

に分帯され る 。 し か し ， 広島 ・岡山両県の 中国地方

中部 に な る と こ の 分帯 は難 し くな る。す なわ ち，上

述分帯 の 中央非変成帯 に 対応 する も の を
“
北帯

”
， そ

の 南 に 分布 す る 弱 変成古生界分布地域 を
“

中帯
”

，

中間非変成帯 に対 応す る
“
南帯 （丹波層群相当層）

SJ

に分帯する場合 もあ る が，南帯 と 同 じ もの が北帯 の

さら に北側 に も分布す るな ど か な り複雑 に な っ て い

る 。 こ れ らの 分帯は ， 岡山 ・兵庫両県 の 中国地方東

部 に な る と一層複雑 とな り，上述
“

中帯
”

の 中に 兵

庫県北部か ら南西に舞鶴帯が 入 り込ん で い る 。

　中央構造線 の 北に 分布す る領家変成帯は ， 山口県

の 光市，柳井市お よび 島 し ょ 部に 分布す る
。

　中国帯の 非変成古生界お よ び 舞鶴帯 は ， 古生代末

〜 三 畳紀は じ め に 付加体 と し て 成長 し た もの と考 え

± と基礎，38− 3 （386）
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図一 2　中国地方 の ・概略地質図 （参考文献（2〕の 今岡ほ か （1987）を簡略化）

られ て い る 。 そ し て ， こ れ ら は ，
ペ ル ム 紀〜三 畳 紀

の 変動に よ り陸化 し，そ の 上 に陸棚層の 中生界 が広

く堆積 した 。

　山 口県 の 玖珂層群 は，丹波層群相 当層で ある が ，

こ れ は ジ ュ ラ紀末に 付加体 と し て 成長 し た も の で あ

る 。

　 白亜 紀か ら古第三紀に か け て 中国地方は ， 火成活

動 が盛 ん に な っ た 。 こ れ は ， 自亜紀中ご ろ か ら始 ま

っ た と考 え られ る北東〜南西系 な い し東北東〜西 南

西系方向 の 造 構運動 と密接な関係が あ る と言われ て

い る 。

　新第三紀中新世に な る とグ リーン タ フ 変動と い う

地殻変動が起 こ っ た 。 こ れま で 陸域で あ っ た 山陰地

方 で は
， 激 し い 火山活動 に みま わ れ沈降 し

， 火山 岩

類お よ び火砕岩類か ら な る地層が堆積 し た 。 しか し ，

山陽側 の 地殻変動は穏やか で ，伊勢湾か ら延 び る第
一
瀬戸内海 が 中国地方 中 ・東部を北西に広 が り， そ

こ に浅海性〜汽水性の 地層を堆積 させ た 。

　中新世末か ら脊梁部お よび そ れ以南は隆起 し始 め ，

鮮新世末 に は広域 に わ た り侵食小起伏面が形成 され

March ，1990

た 。

　鮮新世〜更新世 （洪積世）に か けて 東西 に長い 第

二 瀬戸内海 の 沈降帯が 形成 され た 。

　 こ の 造構運 動 の 程度は，広 島県北 の 吾妻山に分布

する 海成 中新統で あ る 備北層群 （基底高度 1040m ）

と児島湾海底下 の そ れ （高度一375m ） と の 高度差

に 示 され て い る 。

　 こ の よ うな西 中国 を除 く中国地方 の 波状変形は ，

東西性 の 構造軸 を もち，現在の 地 形 の 起伏 とも調 和

して い る 。 し たが っ て ， 波状変形の 大部分 は主 に第

四紀に 形成され た もの と され て い る 。

　3．2 地質の概要

　3．2．1 堆積岩類

　 i） 後期古生代〜中期 中生代

　  　北帯 の 古生界 ： 山 口県秋吉台 ， 広 島県帝釈台，

岡山県大賀 ・阿哲台に 石 炭紀〜ペ ル ム 紀の 石 灰岩層

（一般 に，無層理 ，塊状 の 石灰岩 お よ び石 灰岩礫岩）

が分布する 。 周辺 に は ，
ペ ル ム 紀の 大田層群 ・常森

層群 （秋吉）， 錦層群 （山 口県錦町 ， 島根県六 日市

町），芳井層群 （帝釈） な ど の 非石 灰相古生界 （主

u
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に ， 砂岩 ・粘板岩 ・酸性凝灰岩 ・
チ ャ

ー ト）が分布

す る。

　   中帯 の 古生 界 ：広 島県北東部 （山 野 層 群），

岡山県井原市付近 （佐原層） な ど に ，主 に緑色岩 ・

砂岩 ・粘板岩か らな るペ ル ム 紀の 地層が分布す る。

弱 い 広域変成作用 を受け千枚岩化 し て い る こ とが あ

る 。

　   丹波層群相当層 ： 山 口県東部 （玖 珂 層 群），

島根県西 部 （鹿足層群）， 広 島県西部， 瀬戸 内海北

縁 部 ， 岡山県津山市北部， 鳥取県若桜 ， 用瀬一智頭

な ど に，主 に 泥 質岩 ・チ ャ
ー

ト・砂岩か らな る ジ ュ

ラ紀 の 地層 が分布する 。 泥質岩 の 多 くは ， 数mm 〜

数 m の 礫を含む。チ ャ
ー

トは ，大部分が層状チ ャ
ー

トで あ る 。

　 i） 中生代

　   三 畳 系 ： 岡山県 の 成羽 層群 ， 山 口県 の 厚保層

群 ・美祢層群 な ど ， 石 炭層を挟む礫岩 ・砂岩 ・
頁岩

か らな る地層が分布す る 。

　   ジ ュ ラ系 ： 山 口県西部 （豊浦層群 ・豊西層群

の
一部）， 島根県南西部 （樋 口層群）， 岡山県北西部

（山奥層群）に ， 礫岩 ・砂岩 ・頁岩お よ び こ れ ら の

互 層か らな る地層が分布す る。

　   白亜 系 ： 山 口県西部 （豊西層群 の
一部），北

西 部 （関門層群），広島〜岡 山 県境 （稲倉層） に頁

岩 ・砂岩 ・礫岩お よび赤紫色 ・緑色の 火山砕屑岩か

らな る地層 が分布する。なお ， 関門層群は 非火 山性

堆積岩を主 とす るが ， 安山岩質火山岩類を伴 う。

　 fi） 新生代

　  古第三 系 ： 山 口県宇部〜小野田に 礫岩層お よ

び 挟炭層か ら な る宇部層群 が分布す る。

　   　新第三 系下部 ； 島根県の 石見層群 ・宍道層群

・周吉層 ・益田層群 ， 鳥取県の鳥取層群，山口県 の

須佐層群 ・油谷湾層群 ・日置層群 ， 広島 ・岡山両県

の 備北層群など ， 礫岩 ・砂岩 ・頁岩 ・
凝灰岩か らな

る 地層が分布す る 。

　   　中新統〜鮮新統 ： 鳥取県 の 三 朝層群 ， 島根県

の 出雲層群 ・ 宍 道層群 （上部） な ど礫岩 ・ 砂岩 ・泥

岩 ・玄武岩 ・安 山岩よ りなる地層が分布す る 。

　  　鮮新統 〜 前期更新統 ： 島根県の 都野津層 ・ 水

上 層 ・大家層，鳥取 ・岡山両 県 の蒜 山原層 ・溝 口凝

灰角礫岩 ・日本原層 ・山砂利層 ， 広 島県の 甲立 礫層 ，

山 口県の 草江シ ル ト層 ・村崎粘土層な どが分布す る 。
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　   　中〜後期更新統 ： 海岸 地域で 高 ・中 ・低の 3

段 の 段丘 を形成 し て い る。瀬戸 内海岸地域は礫 ・砂

・ 粘土 が主体 で あ る が
， 山陰海岸で は ， こ れ に厚 い

火 山灰層 を挟む。内陸部で は ，扇状地 ・ 河岸段丘 を

形成 し，主に礫 ・砂が分布 して い る。

　   　完新 （沖積）統 ： 山陰 の 中海低地帯 ， 高津川

・阿武川河 口域，瀬戸内 の 佐波川 ・錦川 ・太 田川 ・

芦 田川 ・高梁川 など の 河口域 ， 児島湾沿岸 などに比

較的広 い沖積平野が分布する 。 こ こ に は ， 粘土 を挟

む砂 ・礫 が分布する 。 特に ， 山陰の 海岸 に は ， 海岸

砂丘 が所 々 発達 して い る 。

　 3．2．2　火山岩類 ・火山起源堆積岩類

　 i） 中生代 〜 古第三 紀

　   　吉舎安山岩類 ・周南層群お よ び相当層 ： 山 口

県〜岡山県 の 脊梁山地部 に 散在 し，主に安 山岩，石

英安山岩お よび 同質凝灰 岩 ・凝灰角礫岩よ り構成 さ

れ る 。

　  匹見層群 ・阿武層群 ・高田流紋岩類お よび相

当層 ： 山 口県北西部か ら岡山県東部 に 至 る比較的広

い 地域に分布 し
， 大部分流紋岩質凝灰岩 ・凝灰角礫

岩に よ り構成 され る 。

　   　作木火山岩類お よび相当層 ： 江川 に 沿 う島根

・広 島県境に分布 し， 安山岩質 〜 石英安山岩質凝灰

角礫岩 ・
凝灰岩よ りな る 。

　   　田万川層群お よび相当層 ： 山陰地方 に点在す

る 火山岩層 で あ り，安山岩類 ・流紋岩類 ・凝灰岩類

よ り構成 され る 。 変質作用 に よ り有色鉱物が緑泥石

化 して い る もの が多 い
。

　 ti） 新第三 紀〜第四 紀

　  中新世 中期 ： 島根県〜鳥取県西 部 に は
， 長砂

流紋岩 と称 され る流紋岩〜石 英斑岩の 分布があ る 。

　  　中新世後期〜鮮新世 ： 松江市東部に は ，角 閃

石 粗面安山岩の 溶岩お よび 火砕岩が分布する 。

　  　更新世 （
一
部鮮新世含 む ）： こ の 時期の 火 山

岩類は，山陰地域お よび脊梁 山地 に点在 して い る 。

島根県温泉津町東方 に は ， 石英安山岩質 の 凝灰岩類

・ 溶岩 が分布 す る。ま た ，山陰海岸お よ び 島 し ょ 部

に は ， 玄武岩 の 溶岩台地 が点在する 。 さ らに ， 鳥取

県の 大山や蒜 山高原 ， 島根県 の 三 瓶 山な どに は ，角

閃石 安山岩〜角閃石黒 雲母石 英安山岩質の 溶岩 ・凝

灰岩 ・凝灰角礫岩な どが分布 し，火山特有の 地形 を

残 して い る 。
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　 3．2．3　深成岩類 ・半深成岩類

　 i）　　領家才li崗岩類

　 III口 県 の 柳井半島，大 島付近，お よ び岡 山〜広 島

県 の 小 島に 点在する 。 古期 の 片麻状花 崗閃緑岩類 と

新期 の 花崗閃緑岩〜花崗砦，細粒花崗岩，両雲母花

崗岩に 2 分され る 。

　 il＞ 広島 ・因美花崗岩類

　 山 口県西部か ら岡山県東部に広 く分布 する 。 石 英

閃緑岩〜花 崗閃緑岩〜花崗岩 な どか らな り ， 斑れ い

岩を伴 う。

　   斑れ い 岩〜石 英閃緑岩 ： 比較的小規模 の 岩体

を形成 し ， 脊梁 山地沿 い に分布する も の が 多 い
。

　   花崗閃緑岩 〜 花崗岩 ： 脊梁 山地か ら瀬戸 内海

に か け て 分布す る もの は 白亜 紀に貫入 し た も の で 広

島花崗岩類 と呼ばれ て い る。また，脊梁 山地か ら山

陰海岸にか け て 分布する もの は 白亜 紀末期〜第三紀

初期に 貫入 し た 花崗岩類 で 因美花崗岩類 と総称 され

て い る 。 広島 ・因美 の 両花崗岩類の 主体は粗粒相で

ある が ，

一部で は 中粒 〜細粒相 を伴 う。

　  　半深成岩類 ： 脊梁山地お よび そ の 周辺地区に

分布す る。花崗斑岩，石 英斑岩 ， 文象斑岩 な ど 比 較

的広 い 分布を示す も の と ， 花崗岩中の 岩脈群に 2 分

され る。

　 ti） 古第三 紀深成岩類

　脊梁山地か ら山陰海岸 に か け て点在す る。い ずれ

も小岩株状岩体で ， 石 英閃緑岩〜花崗閃緑 岩を主 と

する岩体 と花 崗岩 を主 とする岩体 とに区分 され る 。

　 iv） 新第三 紀深成岩類

　斑 れ い 岩， 石英閃緑岩 ， お よ び粗粒玄武岩な ど に

区分 され る 。 島根県〜山口県 に か け て 岩株状〜岩脈

状 の 小 岩体が，第三 系 を貫 い て 点在す る 。

　3．2．4　変成岩類

　 i） 長門構造帯変成岩類

　中国地方西端部の 北東〜南西に延び る狭 い 構造帯

内 に正 片麻岩 ， 角閃岩 ， 結晶片岩な どを伴 う蛇紋岩

が 分布す る。

　 且） 隠岐変成岩類

　隠岐島後に角 閃岩，石 灰質片麻岩，眼球片麻岩 な

ど を挟む 黒雲母片麻岩が分布す る。また，鳥取 県 の

大山西麓 に も同様な もの が分布する。

　 血） 夜久野複合岩類

　中国各県 に か け て ，超塩基性岩類 と斑れ い 岩〜輝
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緑岩 ・圧砕花崗岩類 が 断続的に 分布す る。

　 tv） 三 郡変成岩類

　岡 山県 ・鳥取県か ら 山 口県西部に か け て点在す る 。

主 と し て ， 泥質片岩 ・砂質片岩 ・塩基性片岩 ・
珪 質

片岩か らな る。

　 v） 領家変成岩類

　山口県柳井半島周辺 に片状ホ ル ン フ ェ ル ス （泥 質

お よび珪質）， 片麻岩類 が分布する 。

4． 土 木地 質学的特性

　 中国地方 に最 も広 く分布す る の は花崗岩類で あ る 。

こ の 花崗岩類は ， 強風化す る と花崗岩 の 組織 を残 し

た まま指で 壊れ る程度に 土砂状 （こ れ を
“
ま さ

”

と

言 う）に な る が ， 深 く な る に つ れ徐々 に硬 質と な る 。

し た が っ て ，当地方 の 花 崗岩 を建設 の 対象 とする 場

合 ， 岩盤の性状が 幅広 い 点に留意 し て ほ しい
。 な お ，

一般的 な花崗岩の 岩盤性状 と し て は ， 本州四 国連絡

橋公団 の 調査結果
5）

が 参考とな ろ う。

　花 崗岩に つ い て は ， こ れ ま で お もに
“

ま さ
”

に関

心が 寄せ られ ， ま た現在で もそ うで あ るが
，

し か し

風化作用以前 の 初生 的 な 節理 群 （シ ーテ ィ ン グ節

理 6）

， 断層も含め） の あ り方 が風化帯構造 を規制 し

て い る点 に も っ と関心 を持 つ べ きで あ る 。 こ の こ と

は ， 特に軟岩 1（Vp ； O．7〜1．9km ／s）を取 り扱 う上

で 重要 で ある。

　最近 ， 中国地方 にお い て は ， 山地部で の 開発が活

発に な り，中 ・古生代 の堆積岩 ・変成岩 を建設 の 対

象 とする機会が増 えて きた 。 こ の 場合に は ， 分離面

の 性状 （面の 走向 ・
傾斜 ， 間隔 ， 開き具合 ， 風 化 ・

変質状態等） と周辺 の 微地形 （等高線 の 乱れ ） に十

分留意す る 必要が あ る 。 分離面 とは ， 堆積岩 ・変成

岩が有 し て い る 層理面 ・片理面と造構運動に よ る断

層 ・節理面 と で構成 され る 。

　また ， 吉備高原面 ・瀬戸 内面 に分布す る
“

山砂利

層
”

が開発の 対象 とされ て い る が ， こ の 場合特 に

“

くされ礫
”

の 取 扱い に注意す る 必 要が あ る 。

　最後 に防災地質学上 の 特性に つ い て 言 及 し て お き

た い
。 中国地方 の 土砂 災害 （地す べ り ， 斜面崩壊，

土石 流 に よ る災害） と し て は，昭和 63年 7 月 の 加計

災害，昭和57年 7 月お よび 昭和58年 7月 の 山陰災害

が記憶に新 しい
。 しか し，戦後 の それ をみ る と ， 昭

和20 ’

4 （広島県）， 昭和 24年 （島根県東部），昭和2713
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年 （広 島県）， 昭和42第 （広島県），昭和47年 （中国

地方 の 各地），昭和 49 年 （山 口 ・岡山県）そ して 昭

和54年 （山 口 ・広 島県） と数年単位 に発生 し て い る。

　 こ れ らの 災害は ， 主 に 斜面崩壊 ・土石 流 によ る も

の で あ る 。 こ れ らの 災害 を大観的 に み る と ，

一
つ は

瀬戸 内沿岸 の 花崗岩類分布域にお け る
“
まさ

”
の 発

達とペ ディ メ ン ト
7） （山麓緩斜面） で 特徴 づ け られ

る 地形特性 と に起因 す る も の ，も う
一

つ は中国地方

に広 く分布す る侵食小 起伏面 を うが つ V 字谷 に お け

る斜面後退 に起因す る もの で あ る。

　以上述 べ た災害は，主 に梅雨期 ・台風 時期 の 豪雨

によ っ て 突発的 に引き起 こ され る が ， 継続的 な い し

間欠的 に起 こ る 地す べ りも中国地方には多い
。 こ の

地す べ りは ， 特定の 地質お よ び地質構造 に 支配 され

る傾向が強 い 8）
。

　鳥取県 （東部）， 島根県 （島根半島地区 ほ か ）， 岡

山県 （新見地区ほ か ），山口 県 （油谷 地 区 ほ か ） の

第三 紀層分布域で は ， 多 くの 地す べ りが発生 し て い

る。岡山県，山口県 で は，第三 紀層以外 に も変成岩

類 （三郡変成岩類 ・領家変成岩類）お よび 中生 代の

堆積岩類 （成羽層群 ・関門層群）分布域で 多 くの地

す べ りが発生 して い る 。

5．　 あ と が き

　中国地方の 地形 ・地質に つ い て ，概略説明 し た が
，

土木関係技術者 に と っ て難解な専門用語が多く， 理

解 しに く い 点が 多々 あ っ た と思われ る。 し か し，現

揚 で遭遇する岩盤 の 地層 ・岩石名 ， それ の 生成 され

た 年代等を的確 に理 解 して お けば ， 次 に ほ か の 現場
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で 同 じ岩盤 に 遭遇 し た 時 の 安 ど感 は 大き くな る はず

で あ る。 こ の よ うな意味に お い て 土 木関係技術者 は ，

難解 と思 われ る専門用語を使 う地形学 ・地質学に対

し ， 少 しずつ で も理解を深 め て い ただ きた い
。

　最後に
， 本文 をま とめ る に際 し て は ，復建調査設

計  地質 調査部 の 方 々 に御協力い た だ き ま した 。 特

に ，坂本省吾 ， 山 田琢哉君 に は資料 整理 お よ び 図面

の 取 り ま と め等 に ご協力 い ただ き ま した ， こ こ に感

謝 い た し ます 。

　また ， 広 島大学の 早坂康隆博士 に は ， 原稿を見て

い た だ き貴重 な御意見 を賜 り ま し た ， こ こ に深 く感

謝 い た します 。
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